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連結決算開始に伴う連結業績予想に関するお知らせ 

 

当社は、2026 年 6 月期第 3 四半期より、連結決算に移行いたします。2026 年 6 月期の通期連結

業績予想につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．連結決算開始について 

当社は、2026 年 1 月 30 日に公表した「株式の取得（子会社化）に関するお知らせ」のとお

り、2026 年 2 月 3 日付で株式会社サン・システムプランニング（以下、SSP 社）の株式を

100％取得いたしました。これに伴い、2026 年 6 月期第 3 四半期より、SSP 社を連結子会社とす

る連結決算を開始いたします。 

 

２．2026 年 6 月期 連結業績予想（2025 年 7 月 1 日～2026 年 6 月 30 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

通期 8,000 百万円 460 百万円 460 百万円 240 百万円 48.19 円 

（注）2025 年 6 月期は連結決算を行っていないため、対前年増減率は記載しておりません。 

 

（ご参考） 

2025 年８月 13 日公表：2026 年 6 月期 個別業績予想（2025 年 7 月 1 日～2026 年 6 月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

通期 6,920 百万円 350 百万円 340 百万円 220 百万円 44.18 円 

（注）本日公表の連結業績予想への移行に伴い、今後は個別業績予想を非公表といたします。 

 



３．連結業績予想の概要 

  上記の業績予想は、アクシスコンサルティング株式会社単体の 2026 年 6 月期第 3 四半期累計

実績と、現時点において見込まれる第 4 四半期の業績予想に、連結対象となる SSP 社の 2026 年

１月から 6 月の６か月分の業績を織り込んだ数値です。なお、当期より連結決算へ移行するた

め、従来公表していた個別業績予想との単純比較はできませんが、当社単体業績が個別業績予想

を上回って進捗していることから、期初の単体業績予想に対しては実質的な上方修正となりま

す。 

  売上高の見込みにつきましては、その主要な構成は人材紹介及びスキルシェアによるものとな

っております。第 3 四半期においては、人材紹介の売上高が 1,175 百万円と四半期ベースで過去

最高を更新し、コンサルティングファーム向けを中心とした旺盛な採用需要を着実に取り込みま

した。スキルシェアにつきましても、第 3 四半期の売上高が 999 百万円と 9 四半期連続で過去最

高を更新しており、事業会社向け案件の継続的な拡大を背景に順調に推移しております。加え

て、2026 年 2 月 3 日付で子会社化した SSP 社の業績が第 3 四半期より連結に寄与しており、同

社の第 3 四半期における売上高寄与分として 131 百万円を織り込んでおります。第 4 四半期につ

きましても各事業の堅調な環境を踏まえ、通期連結売上高は 8,000 百万円を見込んでおります。 

  営業利益の見込みは、人材紹介及びスキルシェアの売上伸長に伴う利益貢献に加え、SSP 社の

連結寄与を織り込んでおります。一方で、中期経営計画に基づく戦略的な人的資本投資及び同社

の連結開始に伴うのれん償却費等を反映し、通期連結営業利益は 460 百万円を見込んでおりま

す。 

  経常利益の見込みは、上記営業利益に加え、営業外収益及び営業外費用を反映しております。

営業外損益は概ね安定的に推移する見通しであり、通期連結経常利益は 460 百万円を見込んでお

ります。 

  親会社株主に帰属する当期純利益の見込みについては、通期連結で 240 百万円を見込んでおり

ます。なお、前期実績との単純比較は困難ですが、参考として前期の単体当期純利益 321 百万円

と比較した場合は減益となる見込みです。これは主として前期に計上した特別利益等の一過性要

因の剥落によるものです。 

  なお、連結業績予想の公表にともない、個別業績予想につきましては非公表といたします。 

 

※本業績予想については、現時点で入手可能な情報及び合理的と考える一定の前提に基づき判断した見通し

であり、多分に不確実な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、予想数値と異なる

可能性がございます。 

以上 


